
令和２年度「ほっかいどう未来チャレンジ基金事業」の実施状況等について 
 

１ 応募・選考結果 

（１）学生留学コース【中止】 

区   分 対象者数 概  況 

応  募  者 
(4/17締切) 

5名 
○令和 2 年 4 月 16 日付け学支グ企第 5 号にて、日本学生支援機構から

「2020 年度後期（第 13 期）官民協働海外留学支援制度～トビタテ！

留学 JAPAN 日本代表プログラム～採用手続の中止について（通知）」が

発出され、同日に本協議会においても書面開催を行い、令和 2年 4月 17

日付けで募集の中止を決定した。 

 

書 面 審 査 － 

面接一次審査 
(5/14) 

－ 

面接二次審査 
(5/28) 

－ 

最終決定 － 

  

（２）その他３コース（スポーツ、文化芸術、未来の匠）【中止】 

区 分 対象者数 概  況 

応  募  者 
(4/24締切) 

0名 
○令和 2 年 4 月 16 日付け学支グ企第 5 号にて、日本学生支援機構から

「2020 年度後期（第 13 期）官民協働海外留学支援制度～トビタテ！

留学 JAPAN 日本代表プログラム～採用手続の中止について（通知）」が

発出されたことに伴い、同日に各部会において書面開催を行い、令和 2

年 4月 17日付けで募集の中止を決定した。 

 

面接一次審査 
(5/15～5/21) 

－ 

面接二次審査 
(6/3) 

－ 

最終決定 － 

 

２ 助成事業の予算と実績  
 

 
予 算 実 績 

学生留学コース 
  11,000千円 

(交 5,500千円) 

－ 

（交 485千円※） 

その他３コース 

（スポーツ、文化芸術、未来の匠） 
9,000千円 － 

計 20,000千円 － 

  ※令和元年度分で、令和２年度の奨学金分は交付申請中。 

 

３ 寄附金等及び基金残高の状況（R3.3月末現在） 
 

 H28(創設) H29 H30 R1 R2 

寄附金・負担金 

（企業等数） 

17,400千円 

（24件） 

 18,875千円 

（37件） 

24,033千円 

（48件） 

12,860千円 

(46件) 

8,245千円 

（33件） 

道 拠 出 金 15,600千円  1,400千円 1,000千円 0千円 0千円 

年度末基金残高 約 33,000千円 約 43,765千円 約 57,282千円 約 62,282千円 約 70,075千円 

 

計 

81,412千円 

（延べ 188件） 

18,000千円 

 

資料 １ 



令和２年度北海道未来人財応援事業の主な取組 

 

１ 応援パートナー企業への知事感謝状の贈呈 

  令和２年度中に基金へ寄附をいただいた企 

 業（（株）丸竹竹田組ほか）に対し、知事感謝 

状を贈呈しました。 

 

 

 

２ インターンシップ先企業にて成果報告を実施 

ノルウェーに留学した第３期生（学生留学コース）の立花洋太朗 

さんが令和２年９月に留学前 にインターンシップを行った企業(株 

式会社 HARP 様）にて成果報告を行い、留学で学んだ内容や生活体 

験を説明し、参加者と活発な意見交換を行いました。 

 

 

３ 地域でＰＲパネル展を実施 

  令和２年 10月に十勝総合振興局（帯広市）で「ほっかいどう未 

来チャレンジ基金ＰＲパネル展 in十勝」を開催しました。 

  会場では、制度の概要や基金生の紹介、留学成果などを紹介する 

パネルやポスターを展示しました。また、現在、十勝管内浦幌町の 

地域おこし協力隊として活躍されている第２期生文化芸術コースの 

鴻野祐さんの取組も紹介しました。 

 

４ ｢ほっかいどう未来チャレンジ基金｣ＰＲポスター＆リーフレットを作成 

令和３年度の募集に向けて準備を進め 

るため、ＰＲポスターとリーフレットを 

作成し、応援パートナー企業や大学等の 

御協力をいただき、施設や店舗等に掲示・ 

配架し、ＰＲを行いました。 

 

 

５ 「Hokkaido Study Abroad Program」で講演 

令和２年 10月に道教委主催の「Hokkaido Study Abroad Program」 

（道立高等学校の生徒の北海道大学への派遣・交流事業）が開催され、 

第３期生（学生留学コース）の有働篤人さんが高校生に向け、フィン 

ランドでの留学体験や留学を通して学んだこと、インターンシップ先 

企業での活動などについて講演しました。 



６ 北海道ワインアカデミーで留学成果を報告 

 令和２年 12月に開催された道主催の「北海道ワインアカデミー」 

で第３期生（未来の匠コース）の鹿野皓己さんが、みらチャレを活 

用したドイツ留学について報告しました。 

 今回は醸造コースの 13名の受講者を前に、ドイツで学んだワイン 

の仕込みのプロセスや細かな作業について、スライドと動画も絡めて 

説明を行い、醸造技術の日本との違いや、帰国後に北海道でも活かす 

ことのできそうな技術や知識を学んだことなどを報告しました。 

 

７ みらチャレ留学説明会（オンライン）を開催 

令和３年２月 25日、26日の２日間、みらチャレ第４期生募集に係 

る留学説明会をオンライン形式で開催し、２日間合計で 97名の参加 

があり、留学への関心の高さがうかがわれました。 

 説明会ではみらチャレ３期生学生留学コースの有働篤人さん､海辺 

菜々美さんから留学体験の報告も行いました。 

 

８ 令和２年度帰国報告会（オンライン）を開催 

 第３期生の留学成果を、応援パートナーや関係者に広く発信する 

ことで、更なる連携を図るとともに、第３期生の北海道への貢献意 

欲を高めるために令和３年３月に帰国報告会を開催しました。 

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して初のオンライン開催 

とし、応援パートナーや大学関係者の皆様など約 40名にご参加いた 

だきました。 


